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3. 鉄窒化膜の磁化と磁化過程

古 田 彩

2200gaussとい う高 い飽和磁化 を持 ち､ 鉄原子 当りの磁気モーメ ン ト

は2.9pBにも連 す る｡ 高飽和磁化 を持つ原因 としては､ 結 晶格子の

-軸的な歪 み､ 結 晶格′子の膨張､ または窒素原子の電子移動効果な

どが考え られ ている｡

本研究の 目的 は､ α〝-Fe16N2の高飽和磁化の原因を明 らか にす る

ため､ α-Feとα〝-FeI6N2の中間の軸比1≦'C/a≦1.1を持つ正方晶

α′-マル テ ンサイ トを作成 し､ その磁 気的性質を調べ るこ とである｡

反応性高周波 スパ ッタ リングによ り作成 した窒化鉄薄膜試料､ お

よび それ を焼鈍 した試料 についてⅩ線回折 を行い､ 結晶構造を調べ

た｡ 次に試料振 動型磁力計 を用 いて磁化測定を行い､ 飽和磁化､ 磁

化過程､ 磁化 の粗度依存性を調べ た｡ また､ メスバ ウアー効果測定

か ら､ 薄顔 中 に含 まれる鉄窒化物結晶の内部磁場を求めた｡

作成 した薄膜 は､ 低窒素湧度領域では格子間 に窒素が侵入 したα

-Feであ り､ 拍子定数 は最大約3Ⅹ増大 した｡ 格子定数 の増大 にしたが

って窒素の第 1隣接､ 第2隣接鉄サ イ トの内部磁場は ともに増加 した

が､ 飽和磁化の増大は見 られなか った｡ 更 に窒素洩度を高 くす ると

飽和磁化 は単調 に減少 した｡

格子定数a=2.95Åの試料の磁化 は1680gaussであったが､ 鉄原子 当

りの磁気 モーメ ン トは2.3〝Bで､ 純鉄の磁気モーメ ン トよ りも増大

した｡ この試料 を140●で焼鈍する と､ 磁化は.約5‡増大 したが単位椅

子の体積 は減少 し､ 鉄1原子 当 りの磁気モーメ ン トは2.3〟8と変わ ら

なか った｡ これ らの磁気モーメ ン トの値 は､ Schlosserにより捷唱さ

れ た体積効果 を表す式 による計算 値 とはぽ一致 した｡ 焼鈍 した試料

では一朝 的歪 (軸比C/a=1.01)が 生 じた｡ 一方､ 格子定数a≧2.96Å

の試料を同様 に焼鈍す ると8-Fez.85Nが生成され るので､ 飽和磁化
は減少 した｡

以上の結果か ら､ 磁化増大の原 因のひ とつに､ 格子の膨張が ある

ことが確認で きた｡
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